


No 提出ご意見 市の考え
計画修正

の有無

1
ト ンネルコンポスト にして燃やさずにゴミ は圧縮していく のですか？この方式がわかり にく

いです。

好気性発酵乾燥方式については、 稼働している事例が国

内では１ 事例しかなく 、 馴染みが薄い処理方式であるた

め、 今後皆様の理解を深めていただく ために、 周知に努

める。

無

ゴミ の減量は、 処理場だけでなく 、 将来の環境汚染を最小限にするために大切なこ と と 考え

ています。 身近なと こ ろから何点か提案したいと 思います。

各家庭・ 職場における取組

・ 紙ごみは、 なるべく リ サイクルに分別する。

① 各家庭、 学校、 事業所への啓発（ 今、 簡単に、 燃やすごみに出しています。 どのよ う な

紙ごみが受け入れできるか周知する。 ）

② シュレッ ダーゴミ をリ サイクルと して受け入れてく れる事業所の紹介（ 機密ゴミ も 、 受

け入れてく れると こ ろをしっていれば、 持っていく のではないかと 思います。 特に、 少しで

もお金になるのであれば、 事業所などは、 検討するのではないかと 思います）

・ 資源ごみのリ サイクル

① カミ ングハウスでの受け入れるごみの啓発（ 紙、 段ボールだけでなく 、 お金になる缶や

服についても 、 受け入れる種類や出し方を広報する）

② プラスチッ クのリ サイクルについて、 製造業者や使用企業に働きかける（ 今、 スーパー

マーケッ ト では、 色が出る理由で、 透明プラスチッ ク や白い発泡ト レーのみ回収していま

す。 黒い発泡ト レーや容器も多く 、 製造業者や使用業者にリ サイクルできるプラスチッ クを

使っても ら う よ う 働きかける ）

・ 生ごみの減量

① コンポスト の周知（ 補助事業は、 素晴らしいと 思います。 継続していただきたいです。

匂いが出るので、 腐敗促進における知識の普及について、 広報だけでなく 、 販売店にも掲示

してもら う 。 ）

② 水けをきって出す、 作り すぎない、 などの基本的な協力を周知する

③ 飲食店への啓発（ 食べ残しを防ぐためにド ギーバッ ク使用の理解を得る。 みんなが使用

すると 、 使う 人が増えるのではないか。 ）

・ 使用油の回収

① 店や一般家庭の油の回収ができるシステムの構築（ 受け入れ場所や事業者がコスト に見

合う リ サイクルシステムを誘致できるか検討する ） 。

・ 草、 雑木のゴミ

今、 大量の剪定の草木も燃やしています。 たい肥の作り 方の啓発や、 種類によっては、 薪な

どに買取する業者があれば、 そちらに出す人がいるかも しれません。

・ 簡易包装の推進

① 農家が包装していない、 野菜の販売などをするイベント  （ 定期的にあったら 、 利用し

たい人もいるのではないかと 思います。 ）

② 量り 売り のお店の募集 （  シャンプーや卵や肉、 飲み物、 食べ物、 自己責任で、 量り

売り を利用できる店があったらいいと 思います。

個人で努力しています。 四国中央市全体でゴミ についての関心が高まるこ と を願っていま

す。 よろしく お願いします。

3

提出意見の趣旨

状況・ 情勢の変化を加味した柔軟な建設候補地の選定を要望するもの。

理由

愛媛県地震被害想定調査がつい先日10年ぶり に更新さ れました。

津波被害に対して脆弱、 生命の危機に瀕する区域が明確に存在しています。

こ の度のト ンネルコンポスト 関係構造物を防潮堤と して地域に配する事で、 浸水被害の軽減

や、 被災時の熱源、 再エネ電源と して活用できるものと 考えます。

また、 直近に丸住製紙の倒産があり 西部臨海土地が契約解除と 報道があり ました。

こ ちらにゴミ 処理施設を建設する事は、 受け入れや保管や搬出等、 物流の面で有利ではない

でしょ う か？

最後に、 ク リ ーンセンターの西側を候補地にすると 決められたものですが、 会議の詳細が公

開されておらず、 結論あり きの透明性の無い決定をさ れたかの様に感じます。

本市のSDGsの核心と なる公共施設であり 、 従来と は一線を画す低公害性と いう 特長を生か

して、 広く 候補地を募集しても悪い事ではないと 思います。

外壁をラ ッ ピングしたり 、 今治市のバリ ク リ ーンの様に新しい価値を付与する方法もあり ま

す。

既存の施設を取り 壊して切り 捨てるではなく 、 未曾有の災害に備えて徐々に移行するハイブ

リ ッ ド 化や、 バッ ファ ーと して保存する選択肢も取り えるのではないでしょ う か。

西部臨海造成地については、 港湾機能を有しており 経済

活動で活用するこ と が当該地のポテンシャルを最大限に

活用できると 考える。

土地の選定については、 候補地には所有者や近隣住民等

の多く の利害関係者がいるため、 非公表と する。 また、

決定した建設候補地については、 その全てが市有地であ

るため新たな取得が不要であり 、 事業費抑制に繋がる。

施設の外観等は今後の施設計画等で検討する際のご提言

と して承る。

既設施設のハイブリ ッ ト 化については施設の耐用年数に

よる安定的な廃棄物処理の確保の面、 バッ ファ ーでの保

存については設備の維持管理費用の経済的な面からご提

案には添いかねる。

無

提出意見及び市の考え方

2

今後はごみ処理施設整備のハード 面のみならず、 ソフト

面であるごみ減量についても検討していく 必要があり 、

その検討の際の参考意見と する。

無


